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平
成
十
九
年
度 

常
念
寺
行
事
予
定

二
月
十
九
日

（
月
）
定
例
法
話

荒
山
　
信
氏
　

三
月
十
九
日

（
月
）
春
季
永
代
経
　
　
　 

天
野
義
敬
氏

四
月
十
九
日

（
木
）
定
例
法
話

八
神
正
信
氏

五
月
十
九
日

（
土
）
年
間
追
弔
会(

午
後
）
前
田
和
丸
氏

六
月
十
九
日

（
火
）
定
例
法
話

小
山
　
宏
氏

九
月
十
九
日

（
水
）
定
例
法
話

荒
山
　
信
氏

十
月
十
九
日

（
金
）
秋
季
永
代
経
　
　
　 

石
原
和
久
氏

十
一
月
十
九
日
（
月
）
定
例
法
話
　
　
　
　 

吉
田
均
照
氏

十
二
月
十
九
日
（
水
）
報 

恩 

講
　
　
　
　
　
八
神
正
信
氏

　　
　
　
　
お
勤
め
　
午
前
十
時
　
午
後
一
時
半
　
　

　  
  

　
法 

話
　
午
前
・
午
後
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
・
七
月
・
八
月
は
お
休
み
で
す

  
  
 

　
写
経
・
お
経
の
稽
古
（
正
信
偈
・
御
文
）

　
　
　

　
　
　
　
毎
月
二
十
八
日
　
午
後
二
時
～
四
時
迄

　
　
　
　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
並
び
に
年
末
は
お
休
み
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
費
五
百
円
（
初
回
の
み
）

し
あ
わ
せ

幸
福
は

作
る
も
の
で
は
な
い

い
た
だ
く
も
の
だ

　
　
　
　
　
足
利
源
左

　
　
お
知
ら
せ

　
春
の
永
代
経

　
　
お
勤
め
　
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半

　
　
お
説
教
　
岡
崎
教
区
第
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
義
敬
住
職

　
　
本
年
度
、
三
月
十
九
日
春
の
永
代
経

　
に
て
、
真
宗
大
谷
派
　
浄
信
寺
住
職

　
（
芸
名
　
賑
わ
い
亭
丸
八
）
に
よ
る

　
　
落
語
を
行
い
ま
す
。

　
　
ぜ
ひ
一
度
聞
い
て
見
て
下
さ
い
。

　
　
◆
　
昼
食
後
　
午
後
十
二
時
半
よ
り

　
　
　
　
お 

彼 

岸

　
彼
岸
と
は
仏
の
世
界
で
あ
る
「
向
こ
う
岸
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
゜

我
々
の
行
い
を
見
つ
め
直
し
、
亡
き
人
へ
の
報
恩
感
謝
を
す
る
事
の
出
来
る
時

期
（
一
週
間
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
彼
岸
は
春
の
三
月
と
秋
の
九
月
が
、
有
り
ま
す
が
、
春
は
春
分
の
日
前
後
・

秋
は
秋
分
の
日
前
後
の
三
日
間
（
一
週
間
）
が
時
期
で
す
。
彼
岸
会
は
イ
ン
ド

や
中
国
に
は
な
く
、
日
本
独
自
の
法
要
で
す
。
ち
な
み
に
、
お
彼
岸
ま
で
に
は
、

お
仏
壇
の
手
入
れ
や
お
墓
の
掃
除
な
ど
を
し
て
起
き
ま
し
ょ
う
。
お
供
え
物
は

（
彼
岸
団
子
や
春
は
（
ぼ
た
餅
　
牡
丹
餅
）
・
秋
は
（
お
は
ぎ
　
お
萩
）
を
備
え

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
寺
な
ど
に
も
、
お
参
り
致
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
お
墓
に
参
る
と
き
は
、
数
珠
・
線
香
・
ロ
ー
ソ
ク
・
花
・
マ
ッ
チ
・

お
供
え
物
・
半
紙
・
水
桶
・
柄
杓
・
た
わ
し
・
ほ
う
き
・
雑
巾
等
を
準
備
し
て

お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
　
　

暑
さ
・
寒
さ
も
・
彼
岸
ま
で
！



    一度見てくださいね！  ホームページアドレス

 http://www.nagoya30.net/　　 （名古屋教区第３０組)

 http://www.tomo-net.or.jp/　  (真宗大谷派東本願寺）

 http://www.ohigashi.net/　　  （名古屋東別院）

 http://www.inochikirakira.com/（いのちきらきら）

今年の年忌表

１周忌 平成１８年死亡

３回忌 平成１７年死亡

７回忌 平成１３年死亡

　１３回忌 平成　７年死亡

　１７回忌 平成　３年死亡

　２３回忌 昭和６０年死亡

　２７回忌 昭和５６年死亡

　３３回忌 昭和５０年死亡

編 

集 

後 

記

　
昨
年
の
報
恩
講
の
日
に
、
私
事
で
は
有
り
ま
す
が
、
過
労
に

よ
り
、
一
週
間
ほ
ど
入
院
を
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
皆
さ
ま
方

に
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
お
知
ら
せ
し

て
い
な
い
方
に
も
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
は

体
調
の
方
良
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
暖
冬
の
お
か
げ
で
日
々
、

良
く
成
つ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
入
院
で
、
自
分
自
身
い
ろ
い
ろ
と
考
え
見
つ
め
直
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

再
度
、
自
坊
の
た
め
頑
張
っ
て
行
く
所
存
で
は
有
り
ま
す
が
、

今
後
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
有
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職

　
真
宗
本
廟
　
東
本
願
寺
に
つ
い
て

　
住
所
は
現
在
の
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
る
・

約
二
万
八
千
坪
の
広
さ
を
持
ち
ま
す
。

　
敷
地
内
に
は
、
御
影
堂

・
阿
弥
陀
堂

・
御
影
門

・
鐘

楼

・
阿
弥
陀
堂
門

・
菊
の
門

・
玄
関
門

・
大
寝
殿

・
大

玄
関

・
宮
御
殿

・
白
書
院

・
能
舞
台

・
黒
書
院

・
桜
下

亭

・
参
拝
接
待
所
以
上
が
敷
地
内
あ
り
ま
す
。
別
に
大

谷
祖
廟

（東
大
谷
）
・
渉
成
園

（枳
殻
邸
）
有
り
ま
す
。

　
　
　
（説
明
は
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
）

　
ま
た
真
宗
大
谷
派
の
法
宝
物
と
し
て
は
、
顕
浄
土
真
実

教
行
証
文
類

・
親
鸞
聖
人
像

・
（安
城
御
影
）
・
写
本

・

親
鸞
聖
人
御
消
息

・
唯
信
鈔
断
簡

・
本
願
寺
聖
人
伝
絵

（康
永
本
）
・
報
恩
講
私
記

・
御
文

（お
浚
え
）

が
あ
り
ま
す
。

筍

　　　　　　　　　　　や る 気
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　今年は選挙・選挙の年ですね。

　　　　　　　　　先日、宮崎県知事選に元タレントの　　

　　　　　　　　　東国原　英夫（ひがしこくばる　

　　　　　　　　　ひでお）氏が、就任しましたね。

　　　　　　　　　何だかフレッシュな気がします。

　　　　　　　　　人って、目的（夢）を持つことが

　　　　　　　　　大事だなぁと教えられた様な気が

　　　　　　　　　します。

　　　　　　　　　　知事はやれることはやる、あきら

　　　　　　　　　めない姿勢を感じました。

　皆さんの期待や願いを背負いながら、県をよくして

いく大変な事だと思います。人間は生きているのでは

なく生かされているんだょ。人間として生まれて来て

良かった、そういう人生にしたいですね。

今、寿命は９０・１００歳の時代が来ております。

どうなるか分からないですが、やるしかない、悔いの

ない生き方をおすすめします。

亡くなるまでが、「命」ですよ。


